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第一章　ある春の日の放課後に


　学校には、七不思議や怪談が存在する。
　ほとんどは生徒達に一時の恐怖を与えて記憶の中に埋もれてゆく噂話に過ぎないだろう。
　だけど、この神来学園かみくがくえんの「怪談」と「七不思議」は……、
　

（今、何か動いたよな……！？）
　夕暮れ時の廊下で、少年は後ろを振り返った。
　人の気配のない廊下に窓から差し込む夕陽の中に床に長い影が伸びているだけ。人はおろか、虫一匹いない。
　だけど、確かに何かの気配を感じた。
　時刻はとうに下校時間を過ぎていて、校舎はひっそりとしている。
（うあああああ、俺のバカああああっ）
　何度目かわからない嘆きを繰り返した。
　明日提出のかなり重要なプリントを、一週間ほど机の中に入れたまま忘れていたことに気づいたのは、部活動の見学を終えて家路につき、もうすぐ自宅が見えようかという時だった。
　大急ぎで引き返してきたものの、戻ってきた学校は少年が下校した時とは別世界のように静まり返っていた。
　とはいえ、職員室で鍵を借りたところまでは順調だった。
　会議が始まる直前だったが、運よく担任の先生がまだ職員室にいて、事情を話すと快く鍵を貸してくれた。
　今日見学した吹奏楽部の先輩に綺麗な人がいて、「先輩可愛いし、吹奏楽部に入ろうかな」などと浮わついた気分で廊下を歩いていたはずだ。
　だけど、その二分後には、気持ちは天国から地獄へ突き落とされた。
（や、やっぱり、なんか変だ……、何かいるって……）
　壁や床で何かが動いているような気がするのに、そこに目をやっても何もいない。
　犬や猫よりもずっと小さくて、だけど虫よりも存在感がある何か。だけど、ネズミやリスのような小動物ではない。
　そんな何かが大量にそこここにいるような気がするのに――。
（やめてくれよ……。俺、霊感強いんだよ……！）
　まだ馴染んでいない新品のブレザーの腕を軽くさすった。
　この町は妖あやかしや精霊の伝説が多い土地柄で、人も影響を受けて霊感が強くなりやすい――、そう教えてくれたのは祖父母だ。
　それを証するように、少年の両親と兄弟は普通だが、少年と祖父母は霊感が強い。
　少年を案じた祖父母は、ことあるごとに「町の危険スポット」を話して聞かせた。
　そのスポットの一つこそが、この神来学園だった。
　そんな事情から、少年がこの学園に入学すると知った時、祖父母は酷く心配していたし、少年自身も不安に思わないこともなかった。
　だけど、この学園は、そんな怪談さえ些細に思えるくらい魅力的な学校だ。
　部活動は体育系、文科系問わず全国大会の常連で、校舎も綺麗で設備も最新のものが揃う名門私学だ。その上、大学まで存在して学費も安いとなれば、地元の小学生達が飛びつかないはずがなかった。
　少年もその例に漏れず、小学生生活の半分ほどを勉強に費やして難関の入試を突破し、この春、晴れて入学した。
　思っていた以上に学校は綺麗で、カフェのような学食まであって、先生も個性的で面白くて、早くも友達ができそうで――、楽しい中学生活になりそうだと思ったばかりだったのに――。

『知ってる？　この学園って、ホントに出るんだって！』

　昼間の教室で聞いた、他愛ないクラスメイト達の噂話が蘇った。
　怖い時に限って、何故か、脳はこの手の話を思い出したがる。
　まるで、自分自身を怖がらせるのを楽しんでいるみたいに。

『美術室の準備室に女の子の絵があるんだけどさあ。下校時間を過ぎたら、絵から女の子が抜け出てきて、校舎を彷徨ってるんだって！』

　やや得意げに話すクラスメイトの顔も名前もまだ覚えていないが、楽しそうな声と内容だけはやたらとはっきり覚えている。
　何気なく顔を上げた先に、「美術室」のプレートを見つけ、慌てて目を逸らした。
（……よ、よくある怪談だって！　小学校にも保健室の人体模型が走る話とかあったけど、本当に見た奴なんていなかっただろ……！？）
　必死に自分自身に言い聞かせながら、足早に美術室の前を通り過ぎる。
　準備室の前で妙な視線を感じたが、強引に無視して角を曲がり、息を吐いた。
　ここまで来れば、一年生の教室はすぐそこだ。
　やはり感じる何かの気配を気にしながら教室に辿り着き、カードキーをかざす。
　「解錠」を示す電子音がやたらと廊下に響き、思わず横目で周りを窺った。
（よ、よし、何もいない……！）
　ガランとした教室はカーテンが閉められていて薄暗い。
　妙な気配が足元を通った気がして、叩くように照明をつけた。
　教室を照らした白い蛍光灯の明かりにホッとして、自分の席に大股でズカズカと向かう。
　無事にプリントを鞄に押し込んでしまうと、達成感と安堵で肩から力が抜けた。
　教室の鍵をかけて外に出ると、さっきまで感じていた気配が消えている。
　やはり、気のせいだったのだろう。
　少し余裕ができて、周りを見回した。
　夕陽が創り出した窓の影の中に、やたらと細長い影が混じっていることに気づく。
（あの影……、変わった形だな……。横に突き出てる三角のヤツ、）
　――魚の鰭ひれみたいだ……
　不意に、この学園にしか存在しないだろう変わった部活を思い出した。
　その部活にまつわる、美術室の絵の話よりも笑えない怪談も。

『影絵部って、何やるんだろ？　全然勧誘してないよね』
『あ、ダメ！　その部のこと、あんまり言わないほうがいいよ！』

　別の女子生徒の声が蘇った。
　聞きたいわけではないし、怪談が好きなわけでもない。苦手どころか、超苦手だ。
　なのに、耳から入ってきた話はたった一回聞いただけで、染みるみたいに頭に残った。

『昨日、見学した新聞部の先輩から聞いたんだけど、ヤバい部なんだって』

　まだ入学して十日ほど。学園のことなんて何にも知らないのに、どういうわけか、この手の話ばかり知っている。いや、耳に入ってくる。

『昔、影絵部がね、ある神様の物語を影絵にしたんだって。でも、出来が悪かったとかで祟りに遭って、関わった部員全員が心臓発作で死んじゃったんだって……、』

　細長い影がゆらりと動いた。
　不自然かつ滑らかな動きに心臓が跳ね、バクバクと音を立て始める。
（か、風！　風だって！　窓が開いてるのかも……！）
　しかし、廊下の窓という窓はしっかり閉められていて鍵までかかっているようだ。
　廊下の窓にはカーテンはないし、窓の外に木が植えられているわけでもない。つまり、この場所には、動いて影を作るようなものはない。

『その時の影絵が、今でも旧校舎の部室に封印されてるんだって。夕暮れ時になったら、影だけが彷徨って、旧校舎から出てきて……』

　こういう現象を、「怖いもの見たさ」というのだろうか。
　怖くてしかたがないのに、床の影から眼を離せない。
　暮れていく夕陽の中で、細長い影は体を大きくくねらせた。
（今の……、どこかで見たことあるような……）
　確か、つい先日、テレビで見たドキュメンタリー番組だった。
　番組のタイトルも、出ていた芸能人も覚えていないが、海洋生物の特集だったことだけは覚えている。
　番組内で流れた映像で、イワシの群れを襲うサメが、あんな動きをしていた。
　鰯の巨大な群れを狙って悠々と泳いでくるサメ――、あれを真下から映したシルエットが、ちょうど、あんな感じで――。
　ゾッとしながら天井を見上げた。
　夕闇の中で存在感を増してきた蛍光灯の明かりが灯っているばかりで、何もない。
　あの細長い影を作るような物も、生物も、何も――。
（待ってくれよ……、じゃあ、アイツ……、何……？）
　大きさは自転車ほどだろうか。
　だが、その動きは大きな魚類のそれそのもので、水のない床を泳いでいるように見える。
　こちらを窺うように、影は少しずつ距離を詰めてくる。明らかに少年を意識している。
「く、来るな！　来るなって！」
　思わず投げつけた鞄が影に命中した。
　大きな音が廊下に響いたが、影は何事もなかったように泳ぎ続け、ついには少年の周りを弧を描くように旋回し始めた。
　それは、獲物の周りを旋回するサメのようにしか見えなくて、この場に、あれの「獲物」らしいものは、少年しかいない。
（もしかして、俺……、狙われてる……？）
　汗が全身から噴き出した。
　影の流線型の頭部がこちらを見て、不気味に笑った気がした。
「う、ぎゃああああああああああああああっ！？」
　鞄を拾うのも忘れ、一目散に廊下を駆け出した。
　つい先日、担任教師が「廊下を走ってはいけません」などと言っていたような気がするが、それどころではない。
　角を曲がる時に振り返ると、影は少年の後を追い、真後ろまで迫ってきていた。
　あまりの速さに冷たい汗を拭う余裕などなく、脇目も降らずに駆け出した。
（お、俺が悪かったよおおお、爺ちゃん、婆ちゃん……！）
　生まれて初めて、祖父母の言うことを聞いておけばよかったと心の底から後悔した。
　長い廊下といっても、本気で走れば五分とかかることなく行きどまりに着いた。
　振り返り、慌てて横に避けた。
　影が、弾丸のように少年がいた場所を通り過ぎ、壁に飛び込んでいった。
（た、助かっ……）
　しかし、影は壁を照らす夕陽の中を垂直に泳ぎ、ぐるりと方向転換した。
　光の中で背びれと尾びれを持ったサメのシルエットがくっきりと映し出される。
　本物のサメが真横で宙を泳いでいるのではないか――、そう思わせるほど、どこから見ても見事なサメの姿だった。
　鮮やかに方向転換を遂げた影のサメは、再び床を泳ぎ始めた。
　少年を目掛けて――
「うっわああああああっ！？」
　慌てて階段を駆け上がっても、影はずっとついてくる。
　教室の前の廊下でのゆったりした動きが嘘のような速さだ。

『その影に追いつかれたら、その人も祟られて……、』

　恐怖でパニックに陥る頭の中で、まだ顔も名前も覚えていない女子生徒の声が再び蘇った。

『心臓発作で死んじゃうんだって……』
　
　死んじゃうんだって……
　
　死んじゃうんだって……

「い、イヤだあああああ！　ま、まだ死にたくない！　死にたくないよおおおおおっ」
　走馬灯のように、祖父母の顔が浮かんだ。
　幼い頃に連れて行ってもらった夏祭りの提灯と、賑やかな神社の境内の向こうに祀られた地元の「神様」も。
「た、助けて！　助けてください！　芒守様あああああっ」
　もはや、自分が何を叫んでいるのかもよくわからなかった。
　ただ、「祟り」や「呪い」ならば、神社でお祓いをすれば何とかなるかもしれない――、そんな安直な発想だった。
　階段を上りきるなり廊下を走り、突き当りの角を曲がった。
　後ろを確かめる余裕なんて、とっくに消え失せている。
　何かに憑りつかれたように走り続け、三年生の教室が並ぶ廊下に辿り着く。
　息を切らし、ようやく後ろを振り向いた。
　夕陽が薄くなっていく廊下の床は、変わらず妙な気配を感じるものの、影のサメの姿はない。
「……た、……助かった……？」
　五分ほど床を凝視し、少年はへなへなとその場に座り込んだ。





第二章　七不思議になった君へ

　階段の踊り場で、少女は目を細めた。
　手にした刀の切っ先は床に潜り込み、この世ならざる異形の存在の胸部を正確に貫いている。
「……ふう、間一髪……」
　刀身から白い光が奔はしり、刃から逃れようと体を激しく動かしていた異形のサメを切り裂いた。
　二メートル近い黒い影が崩れ、ボロボロと黒い塊が床の奥へと落ちてゆく。
　ふわりと床から舞い上がった蒼い蛍火を回収し、少女はおもむろに携帯端末を取り出した。
「駆除、完了しました。蛍も回収済みです。目撃者が一名いて……、いえ、狩りの現場は見られていませんが、鰐を見たようで……」
　神来学園のブレザーを身にまとった少女は、少年が駆けあがっていった階段を見上げた。
　鏡のようにうっすらと瞬く瞳の中で、一匹、二匹と、この世ならざる影の魚達が壁の隅の陰から泳ぎ出してくる。瞬くうちに群れになった影の魚達は階段を上がっていった。
　あの様子では、先ほどの少年は三階で腰を抜かしているのだろう。
　――懐かしい……
　感傷をごまかすように、少女は笑みを浮かべた。
「一年生の教室の前に鞄が落ちてましたし、新入生だと思います。影魚かげなまでは見えないみたいだったから、力はかなり弱いけど……、鏡眼かがみめだと思います。ええ……、見えちゃったからには、入部してもらわないと、ですよね、班長」
　報告を終えた少女の手の中で、刀が姿を変えた。
　夕陽が引いてゆく廊下の床や壁を影の魚達の群れが楽しげに泳いでゆく。
　魚達が集まっている場所を見つけ、少女は目を凝らした。
　校庭から迷い込んだのだろう。
　薄桃色の花びらが残る小さな枝を、少女は手に取った。
「来年も、再来年も、ずっと……、あたしがいなくなっても、桜あんたは世界ここにいられるんだろね……」
　目元を袖で擦り、少女は記憶の中の面影に微笑んだ。

　神来学園最大の七不思議にして、怪談でもある影絵部の部活が、そうして今日も始まる――。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――第一巻へ続く
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